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宇
宙
と
の
窓
口　

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

 

［
東
信
署
］
こ
こ
は
蓼
科
山
の
北
東
に
位
置
す

る
大
曲
国
有
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
の
山
道
を
走
行

し
て
い
る
と
突
然
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
巨
大

な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
、
一
気
に
気
持
ち
が
高

ぶ
る
。
何
か
し
ら
胸
が
高
鳴
る
よ
う
な
不
思
議

な
光
景
で
あ
る
。
車
で
ア
ン
テ
ナ
の
真
下
ま
で

行
け
る
。
日
に
よ
っ
て
ア
ン
テ
ナ
は
向
き
を
変

え
、
常
に
ゴ
ー
〜
と
い
う
音
に
つ
い
上
を
見
上

げ
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
は
、
臼
田
宇
宙
空
間
観
測
所
と
い
う
、

文
部
科
学
省
宇
宙
科
学
研
究
所
の
付
属
施
設
で

す
。

　

こ
の
施
設
は
、
惑
星
や
彗
星
の
よ
う
な
天
体

に
接
近
し
て
観
測
を
行
う
深
宇
宙
探
査
機
に
向

け
て
動
作
指
令
を
送
信
し
た
り
、
探
査
機
か
ら

の
観
測
デ
ー
タ
を
受
信
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
都
市
雑
音
な
ど
の
妨
害
電
波
が
少
な

い
こ
の
地
が
選
ば
れ
、
一
九
八
四
年
十
月
か
ら

運
用
し
て
お
り
、
施
設
の
中
核
を
な
す
大
型
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
、
直
径
が
六
十
四
㍍
の
反

射
鏡
を
有
し
、
総
重
量
は

一
、九
八
〇
ト
ン
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
観
測
所
が
追
跡
す

る
日
本
の
宇
宙
探
査
機
は
、

我
が
国
初
の
人
工
衛
星
で

一
九
八
五
年
一
月
八
日
に

打
上
ら
れ
た
「
さ
き
が
け
」

を
は
じ
め
、「
す
い
せ
い
」、

「
ひ
て
ん
」、「
は
る
か
」
な

ど
現
在
八
機
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
色
々
な

宇
宙
波
を
解
析
し
て
お
り
、

い
つ
か
地
球
以
外
の
生
命

体
が
発
し
た
電
波
を
捉
え

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
太
陽
系
の
一
部

が
五
十
五
億
分
の
一
の
模
型
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
空
間
の
旅
に
一
度
訪
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
ア
ク
セ
ス

要
車　

国
道
一
四
一
号
線　

佐
久
市
臼

田
下
小
田
切
信
号
を
西
へ
向
か
い
約

四
〇
分
、最
寄
り
駅
は
小
海
線
臼
田
駅
。

◎
教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修

　

８
月
４
日　

 

木
曽
署
管
内

　

８
月
６
日　

 

愛
知
所
管
内

　

８
月
７
日　

 

中
信
署
管
内

　

８
月
８
日　

 

南
信
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

８
月
23
日　

名
古
屋
事
務
所

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

８
月
30
日　

飛
騨
署
管
内

施
設
の
案
内
看
板

突
然
見
え
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

パラボラアンテナと関連施設

R1055002
長方形


